
教育の情報化に関する手引 （令和元年〇月○日）の概要【素案】

第１章 社会的背景の変化と教育の情報化

第６章
校務の情報化の推進
〇校務の情報化の目的

〇統合型校務支援システムの導入

〇校務の情報化の進め方

〇特別支援教育における校務の情報化

第４章
教科等指導におけるＩＣＴの活用
〇教科等の指導におけるＩＣＴ活用の意義とその必要性

〇ＩＣＴを効果的に活用した学習場面の分類例と留意事
項等

〇各教科等におけるＩＣＴを活用した教育の充実

〇特別支援教育におけるＩＣＴの活用

第２章
情報活用能力の育成
〇これまでの情報活用能力の育成

〇学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力

〇情報活用能力の育成のためのカリキュラム・マネジメント

〇学校における情報モラル教育

第３章
プログラミング教育の推進
○プログラミング教育の必要性及びその充実

○小学校段階におけるプログラミング教育

特別支援教育における教育の情報化 ※各章において特別支援教育関係の記述をしている。

資料３

第５章
教師に求められるＩＣＴ活用指導力等の向上
〇教師に求められるＩＣＴ活用指導力等
〇教師の研修
〇教師の養成・採用等

第７章
学校におけるＩＣＴ環境整備
○ＩＣＴ環境整備の在り方

○デジタル教科書やデジタル教材等

〇遠隔教育の推進

〇先端技術の導入

〇教育情報セキュリティ

〇ＩＣＴ活用における健康面への配慮

第８章 学校及びその設置者等における教育の情報化に関する推進体制
○教育委員会及び学校の管理職の役割
○ＩＣＴ支援員をはじめとした外部人材など、外部資源の活用


